
全
国
硬
筆
コ
ン
ク
ー
ル

県
知
事
賞
受
賞

岩
井
地
区
夏
ネ
ギ

銘
柄
産
地　
再
指
定

まちの話題

　

全
国
書
写
書
道
教
育
振
興
会

が
主
催
す
る
、
第
34
回
全
国
硬

筆
コ
ン
ク
ー
ル
（
平
成
30
年
度
）

に
て
、
飯
塚�

葵
さ
ん
（
神
大
実

小
６
年
）
が
見
事
「
茨
城
県
知

事
賞
」
に
輝
き
ま
し
た
。

　

３
月
22
日
、
筑
西
合
同
庁
舎

に
て
、「
銘
柄
産
地
指
定
証
の

交
付
式
」
が
開
催
さ
れ
、
岩
井

地
区
の
夏
ネ
ギ
が
、
県
か
ら
再

指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

銘
柄
産
地
と
は
、
高
品
質
な

農
産
物
を
生
産
し
、
そ
の
信
頼

性
・
安
全
性
が
市
場
で
高
く
評

価
さ
れ
、
多
様
化
す
る
消
費
者

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
、
県
を

代
表
す
る
産
地
と
し
て
指
定
さ

れ
る
も
の
で
す
。
岩
井
地
域
の
夏

ネ
ギ
は
、
全
国
１
位
の
生
産
量

を
誇
っ
て
お
り
、
県
内
で
も
一
番

古
く
（
昭
和
59
年
）
か
ら
銘
柄

産
地
に
指
定
さ
れ
、
こ
の
度
更

新
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
市
内
の
小
中

学
生
の
応
募
作
品
（
ポ
ス
タ
ー

64
点
、
標
語
６
６
３
点
）
の
中

か
ら
入
賞
し
た
32
人
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
（
学
校
名
は
表
彰
時
の
も
の
）

 

ポ
ス
タ
ー
の
部

最
優
秀
賞

�

針
替
大
空（
東　
　

中
）

優
秀
賞�

池
田
泰
芽（
岩
井
二
小
）

�

鶴
見
和
奏（
生
子
菅
小
）

�

野
口　

祥（
逆
井
山
小
）

佳　

作�

大
塚　

蘭（
岩
井
一
小
）

�

宮
﨑　

彩（　

 

〃 　

）

�

間
中
桃
奈（
岩
井
二
小
）

�

沼
尻
直
也（
生
子
菅
小
）

�

池
田
琉
李（　

 

〃 　

）

�
飯
村
花
音（
逆
井
山
小
）

　

２
月
23
日
、
第
21
回
リ
サ
イ

ク
ル
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
、
リ

サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
・

標
語
の
表
彰
式
、
リ
サ
イ
ク
ル

自
転
車
の
無
償
提
供
な
ど
が
行

�

野
口
稜
斗（
逆
井
山
小
）

�

野
口
さ
く
ら（　

〃　

）

�

古
矢
紗
菜（
東　
　

中
）

�

張
替
夏
心（　

 

〃 　

）

 

標
語
の
部

最
優
秀
賞

�

谷
合
南
美（
東　
　

中
）

�

　 

リ
サ
イ
ク
ル

 

未
来
を
救
う

�

小
さ
な
力
　

優
秀
賞�

石
塚
佑
奈（
岩
井
二
小
）

�

荒
井
洋
規（　

 

〃 　

）

�

荒
川
由
奈（
中 

川 

小
）

�

野
口
さ
く
ら（
逆
井
山
小
）

�

筧
田　

澪（
沓 

掛 

小
）

佳　

作�

柿
沼
侑
希（
七 

重 

小
）

�

飯
田
悠
真（
弓
馬
田
小
）

�

大
塚　

蘭（
岩
井
一
小
）

�

森
山
龍
騎
亜（
岩
井
二
小
）

�

間
中
優
真（　

 

〃 　

）

�

鈴
木
梨
央
奈（
長
須
小
）

�

新
井
穂
香（
生
子
菅
小
）

�

生
井
彩
夏（
逆
井
山
小
）

�

稲
毛
田
人
和（　

〃　

）

�

石
本
幸
大（　

 

〃 　

）

�

飯
田
あ
み（
沓 

掛 

小
）

�

鈴
木　

榛（　

 

〃 　

）

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
表
彰

▼「
あ
や
し
い
な
、お
か
し
い
な
」と
思
っ
た
ら
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ　

☎
０
２
９
７（
３
６
）２
０
３
５
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